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1. 試験監督者の指⽰があるまで、問題⽤紙や筆記⽤具に触れてはいけません。触れた場合は、
不正⾏為とみなすことがあります。 

2.  試験中の使⽤が認められたもの以外は、すべてカバンに収納すること。使⽤⽤具は、⿊芯
の鉛筆またはシャープペンシル、消しゴム、鉛筆削り（電動式・⼤型のもの・ハンドル付
きのものは不可）とし、それ以外の使⽤は認めません。 

3.  携帯電話、スマートフォン、イヤホン、ウェアラブル端末、電⼦辞書、 IC レコーダーなど
の電⼦機器類は、必ず電源を切ってから、カバンに収納すること。 

4.  試験開始の合図により、試験を始めること。 
5.  解答は、すべて「解答⽤紙」の所定の欄に記⼊すること。 
6. 採点者が解答を読めるように、できるだけ丁寧に⽂字を書くこと。 
7.  試験終了の合図とともに直ちに筆記⽤具を置くこと。試験終了後に解答⽤紙や筆記⽤具に

触れた場合は、不正⾏為とみなすことがあります。試験監督者が指⽰するまで、絶対に席
を⽴ってはいけません。 

8.  問題⽤紙と解答⽤紙は、試験終了後にすべて回収するので、持ち帰ってはいけません。 

 

 

座席番号          



問題 
 下記の⽂章を読んで、あなたが考える「デザイン⾔語」とは何かを 
説明しなさい。 

【字数制限なし】  

 
 

デザインとは我々の⽣活している環境、道具から⾝体や動きまであらゆるものに形や
⽅法を与える⾏為であり、我々はデザインという⾏為から逃れることはできない。これ
ほど⼀般的な活動でありながら、⼀⽅で⾮常に特殊な性格をもった特別な活動でもある。
このパラドックスが、「デザイン⾔語総合講座」で取り扱っているテーマである。 

空間、建築、道具、などの「デザイン」について議論することすら⾮常に複雑な作業
であることに加えて、現在ではサイバースペースもまたデザイン⾏為の対象となろうと
している。そこで本書では、実際にデザイン⾏為を⾏っているデザイナーや⼈間のデザ
イン⾏為を研究している研究者に、建築、グラフィックデザイン、舞踊など多岐にわた
って論じてもらった。 

総合講座のタイトルは「デザイン⾔語」とした。デザインという⾔葉で我々が連想す
る美的情緒的な意識と⾔語という⾔葉で連想する論理的なメカニズムの両⽅を総合的
に考えるというアプローチを「デザイン⾔語」と呼んだわけである。誰でも普通に⾏う
活動でありながら、突出した専⾨家が存在しているデザインの持つパラドックスをデザ
イン⾔語という表現に組み込ませてある。また、実際に⾃分で⼿を動かして考えてみる
「デザインワークショップ」というタイトルで複数開講した演習では⾝体的に感性と論
理の融合を学んでもらう。上⼿に絵を描くのではなく、⼈間が絵を描くという活動の意
味を⾃ら絵を描くという⾏為を通して、論理的に考察することが狙いである。 
 デザインといっても、そのカバーする領域は広い。デザイン⾔語総合講座ではそれを
「空間と環境の系」、「⾝体と知覚の系」、「平⾯とヴィジュアルの系」の三つに分類した。
建築、グラフィックスデザイン、に限らず、⼈間の⾝体の動きやダンスなどもふくめた。 

また、デザイン⾔語総合講座ではコミュニケーションシステムの視点からもデザイン
を考えている。デザインという作業に必要な⾼度に専⾨的な技術の習得を⽬的とするの
ではなく、グローバル化が進展し、また IT 化が怒涛のように押し寄せている現代の社
会の中で、デザインの直⾯している問題を⾃分の⼒で発⾒して組み⽴て、展開していく
ために基本的な能⼒を⾝につけてもらおうというのが総合講座の狙いである。 

デザイン⾔語とは、イメージや空間を操作し創造していくためのツールであり、感覚
と論理の双⽅の能⼒が要求され、両者を統括していくものである。したがってデザイン
⾔語を学ぶことで、ただ絵の技巧を向上させるのではなく、イメージの⼒を⽤いながら
問題発⾒と解決のプロセスを鍛練する⽅法を学⽣が学ぶことを講座の⽬的とした。デザ
イン⾔語は、感覚と論理の橋渡しをする実践のためのツールとして、いままで、デザイ



ンの領域とされてきた領域以外でも役に⽴つ。またサイバースペースの展開によって、
今後さまざまな領域で、⼈⼯⾔語、⾃然⾔語とならんで重要視されてくることと思われ
る。 
 

（出典） 
奥出直⼈／後藤武編 『デザイン⾔語 感覚と論理を結ぶ思考法』 
慶應義塾⼤学出版会 2002 年 pp.12-13. 


